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復
興
支
援
の
こ
れ
か
ら
を

考
え
よ
う
と
い
う
「
東
日
本

大
震
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
報
告

会
」
が
、
５
月
２５
日
午
後
６

時
か
ら
Ｂ
館
３２
教
室
で
行
わ

れ
た
。
主
催
は
大
阪
経
済
大

学
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
推
進

委
員
会
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ク
ラ
ブ
所
属
の
友
藤
祐
馬
さ

ん（
経
済
学
部
３
年
）が
司
会

を
務
め
た
。

　

最
初
に
全
員
で
東
日
本
大

震
災
の
犠
牲
者
に
黙
祷
し
た

後
、
德
永
光
俊
学
長
が
あ
い

2012年4月情報社会学部開設
家本修経営情報学部長に聞く

ア
ド
バ
イ
ス
す
る
田
中
さ
ん

　

本
学
は
２
０
１
２
年
４
月
、
経
営
情
報
学
部
を

改
組
し
、「
情
報
社
会
学
部 

情
報
社
会
学
科
」
を

開
設
す
る
。
募
集
人
員
は
２
５
０
名
。
開
設
の
目

的
や
教
育
内
容
、
育
成
を
目
指
す
人
材
像
に
つ
い

て
、
家
本
修
経
営
情
報
学
部
長
に
聞
い
た
。

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
す
る

リ
ー
ダ
ー
育
て
た
い

2012年4月　経営学科は 85名定員増 をします!!

　経営学部第1部経営学科では、

募集人員が215名 ⇒ 300名 となります。

 東日本大震災ボ
ランティア報告会

さ
つ
。「
震
災
が
起
き
た
３
月

１１
日
以
降
、
学
生
た
ち
が
自

発
的
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

に
取
り
組
ん
で
き
た
こ
と
を

誇
り
に
思
う
。
若
い
人
た
ち

の
力
で
社
会
を
動
か
し
て
い

っ
て
ほ
し
い
」
と
エ
ー
ル
を

送
っ
た
。

　

続
い
て
経
済
学
部
の
原
田

多
美
子
客
員
教
授
が
、「
東
日

本
大
震
災
の
状
況
と
学
生
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
」
の
テ
ー

マ
で
、
本
学
の
被
災
地
支
援

活
動
に
つ
い
て
報
告
。「
阪
神

大
震
災
の
経
験
を
生
か
し
た

支
援
や
、
被
災
地
の
大
学
と

本
学
が
連
携
し
た
新
た
な
ニ

ー
ズ
の
掘
り
起
こ
し
」
な
ど

を
提
案
し
た
。

　

そ
し
て
学
生
部
の
田
中
省

己
・
学
生
担
当
部
長
が
募
金

活
動
や
被
災
地
へ
の
ジ
ャ
ー

ジ
提
供
な
ど
、
学
生
に
よ
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
対
す

る
大
学
サ
イ
ド
の
支
援
を
報

告
し
た
後
、
Ｂ
Ｋ
Ｄ（
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
経
大
団
体
）の
杉
野
駿

太
さ
ん（
人
間
科
学
部
３
年
）

が
募
金
活
動
の
経
緯
や
成
果

に
つ
い
て
説
明
。「
被
災
者
に

は
深
い
心
の
傷
が
残
っ
て
い

る
。
小
さ
く
て
も
支
援
を
続

け
る
こ
と
が
大
事
」
と
一
層

の
協
力
を
呼
び
か
け
た
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ク
ラ
ブ
部

長
の
天
見
翼
さ
ん（
経
済
学
部

３
年
）は
、
相
手
と
目
線
を
同

じ
く
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を

強
調
。「
被
災
者
に
対
し
て
も

相
手
の
視
点
に
立
っ
た
支
援

が
必
要
」
と
訴
え
た
。

　

ま
た
本
学
の
松
田
裕
一
郎

職
員
は
、
個
人
で
参
加
し
た

石
巻
市
に
お
け
る
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
の
内
容
な
ど
に
つ

い
て
説
明
。
続
い
て
吉
本
光

さ
ん（
経
済
学
部
４
年
）は
、

い
わ
き
市
で
行
っ
た
独
自
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
つ
い

て
報
告
。「
街
頭
募
金
に
よ
り

物
資
を
購
入
し
て
被
災
地
に

入
っ
た
。
た
と
え
自
己
満
足

で
も
行
っ
て
良
か
っ
た
」
と

活
動
を
振
り
返
っ
た
。

　

德
永
学
長
・
原
田
客
員
教

授
と
共
に
南
三
陸
町
で
３
泊

４
日
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

募
金
活
動
の
説
明
を
す
る
杉
野
さ
ん

ま
ざ
ま
な
事
象
に
対
し
て
多
面
的

に
ア
プ
ロ
ー
チ
で
き
る
よ
う
、
情

報
学
と
経
済
学
に
加
え
て
社
会
学

系
の
科
目
を
強
化
。
社
会
、
経

営
・
経
済
、
情
報
に
つ
い
て
総
合

的
・
体
系
的
に
学
習
し
、
幅
広
い

視
野
と
具
体
的
手
法
、
そ
し
て
問

題
を
解
決
す
る
発
想
力
を
身
に
着

け
て
い
き
ま
す
」
と
家
本
学
部
長
。

育
成
を
目
指
す
人
材
像
は
、「
社
会

全
般
の
活
動
や
現
象
を
複
合
的
な

視
点
で
捉
え
、
チ
ー
ム
の
力
で
画

期
的
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
創
出

し
て
い
け
る
リ
ー
ダ
ー
的
な
人
材
」

だ
。
現
在
の
経
営
情
報
学
部
に
お

い
て
も
、
意
欲
あ
る
学
生
が
サ
ー

ク
ル
を
作
り
、
蓄
積
し
た
知
識
・

技
術
を
ベ
ー
ス
に
ク
リ
エ
イ
テ
ィ

ブ
な
活
動
に
取
り
組
む
事
例
が
増

加
し
て
い
る
。「
新
学
部
の
開
設

を
、
そ
う
い
っ
た
姿
勢
と
能
力
を

持
つ
学
生
を
育
て
る
チ
ャ
ン
ス
に

し
た
い
。
以
前
か
ら
私
が
提
唱
し

て
い
る
ス
カ
ン
ク
教
育（
知
識
を
融

合
し
て
考
え
、
発
想
を
具
体
化
し

て
実
現
に
導
く
次
世
代
型
大
学
教

育
）に
、
世
界
の
大
学
に
先
駆
け
て

取
り
組
み
た
い
」
と
語
る
。

柔
軟
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

　

情
報
社
会
学
部
は
「
現
代
社
会
」

「
経
営
・
経
済
社
会
」「
情
報
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
の
３
コ
ー
ス

体
制
。
学
問
領
域
を
当
初
か
ら
細

分
化
せ
ず
、
自
身
の
関
心
や
興
味

を
見
極
め
目
標
を
明
確
に
し
て
い

社
会
学
系
の
科
目
強
化

　
「
情
報
社
会
学
部
が
学
問
対
象
と

す
る
の
は
、
私
た
ち
が
暮
ら
す
社

会
全
般
。
現
代
社
会
で
起
き
る
さ

カリキュラムの核となるのは、大き
く 3つに分かれる「コース科目」で
すが、学生はそれぞれのコースを
超えて、自由に選択して学ぶことが
できます。

社
会
に
貢
献
す
る

職
業
人
を
育
て
る

３

領

域

人間の集団の営みである社会を、さまざ
まな視点で追究。とくに、社会を捉える
ための調査法や分析法に力を入れます。

●現代社会論
●社会調査論Ⅰ・Ⅱ
●社会調査実習Ⅰ・Ⅱ
●情報メディア論
●社会情報学

〈コース科目（現代社会）〉

ICT（情報通信技術）を基礎から応
用まで学習。世の中のさまざまな姿
をどう分析し、予測できるかという
活用力を磨きます。

●ロジカルシンキング
●ファシリテーション基礎・実践
●情報通信ネットワーク論
●eビジネス論
●情報システム設計
●ゲームデザイン論

〈コース科目（情報コミュニケーション）〉

経済をはじめ、経営、ファイナンス
などの諸分野を学習。企業社会に
おける変化に対応し、ビジネスチャ
ンスを模索できる力を培います。

●経済情報分析
●ビジネスプランニング
●イノベーション論
●簿記システム論
●企業ファイナンスⅠ・Ⅱ
●コーポレートガバナンスⅠ・Ⅱ

〈コース科目（経営・経済社会）〉

け
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
な
っ
て
い

る
。「
１
年
次
で
は
３
コ
ー
ス
の
基

本
的
な
内
容
を
学
び
、
２
年
次
か

ら
コ
ー
ス
を
選
択
す
る
仕
組
み
。

所
属
コ
ー
ス
の
分
野
に
つ
い
て
深

く
学
ぶ
こ
と
も
、
他
コ
ー
ス
の
科

目
を
幅
広
く
学
ぶ
こ
と
も
可
能
。

目
標
に
合
わ
せ
て
専
門
科
目
を
履

修
で
き
る
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
な
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
体
制
を
採
用
し
て
い
ま

す
」。

復
興
支
援　

今
後
の
あ
り
方
は

学
生
、
識
者
ら
本
音
で
語
る

資
格
取
得
も
奨
励

　

資
格
取
得
も
奨
励
し
て
い
く
。

「
目
標
を
設
定
す
る
こ
と
で
、
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
が
向
上
・
持
続
し
ま

す
。
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
実
現
す

る
に
は
、
現
状
や
新
し
い
発
想
に

対
す
る
数
学
的
な
分
析
や
実
証
が

必
要
。
そ
の
た
め
に
は
シ
ミ
ュ
レ

ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン

グ
技
術
も
求
め
ら
れ
ま
す
。
新
学

部
で
は
、
理
系
学
部
以
上
の
知

識
・
技
術
を
身
に
付
け
ら
れ
る
よ

う
な
教
育
を
推
進
し
た
い
」
と
語

っ
た
。

を
行
っ
た
波
部
碧
さ
ん（
経
済

学
部
４
年
）と
神
﨑
安
由
子
さ

ん（
同
３
年
）は
、
被
災
地
で

の
炊
き
出
し
や
デ
リ
バ
リ
ー
、

子
ど
も
た
ち
と
の
交
流
、
野

点
な
ど
に
つ
い
て
報
告
。「
被

災
地
の
商
品
を
購
入
す
る
な

ど
地
元
で
で
き
る
支
援
も
あ

る
は
ず
」
と
ア
ピ
ー
ル
し
た
。

　

来
賓
と
し
て
招
か
れ
た
社

団
法
人
ア
ジ
ア
協
会
ア
ジ
ア

友
の
会
理
事
の
田
中
壽
美
子

さ
ん
は
、
ア
ジ
ア
協
会
と
し

て
行
っ
た
被
災
地
支
援
の
内

容
や
経
緯
を
説
明
。「
事
前
に

現
地
ニ
ー
ズ
の
調
査
を
す
る

こ
と
。
現
場
に
身
を
置
く
こ

と
は
大
事
だ
が
危
険
も
伴
う
。

状
況
を
見
て
、
よ
く
考
え
て

か
ら
行
動
す
る
こ
と
が
大
事
」

と
ア
ド
バ
イ
ス
し
た
。

　

最
後
に
、
活
動
報
告
を
行

っ
た
学
生
た
ち
が
今
後
の
課
題

に
つ
い
て
一
言
ず
つ
話
し
、
学

生
委
員
長
の
宋
仁
守
教
授
が

「
多
く
の
若
い
人
が
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
に
参
加
し
て
い
る

の
を
見
て
、
日
本
の
将
来
は

大
丈
夫
と
確
信
し
た
」
と
あ

い
さ
つ
し
閉
会
と
な
っ
た
。

南三陸町での活動を報告する波部さん（右）と神﨑さん
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　テレビや各メディアで活躍中の岡田晃（大阪経済大学客員教授）のコーディネ
ートによる実践的な経営学講座を開講します。好評を博した2010年度に引き続
き、各界の実力派経営者や、各分野のエキスパートなどの方々を招聘します。
　経験に裏打ちされた経営哲学や企業経営に有益な情報を存分に提供していた
だいた後、岡田晃が解説講義をお届けします。

■受講料　　　1講座　1,000円
■会場　　　　大阪経済大学北浜キャンパス（大阪証券取引所ビル3階） 
■お申し込み方法
　1．以下のページよりお申し込みください。 
　　http://www.osaka-ue.ac.jp/k_campus/jissen01.html 　　
　2．受講料をお振込みいただいた後、受講料振込み確認メールを送信いたします。
　　そのメールを印刷して、受講証として当日ご持参ください。
■お問い合わせ先
　北浜キャンパス事務室
　〒541-0041 大阪市中央区北浜1-8-16（大阪証券取引所ビル3階）
　TEL：06-6231-1570　FAX：06-6231-1571
　受付時間　平日16：00～21：00
　E-MAIL：satellite@osaka-ue.ac.jp

2011年9月21日（水）　18：30～20：30

大阪証券取引所とイノベーション
～効率的で魅力ある市場を目指して～

米田　道生氏
株式会社大阪証券取引所　代表取締役社長

2011年10月19日（水）　18：30～20：30

国際情勢の激動を惹起するもの
～冷戦終了の教訓と東アジアの今後～

中村　雄二氏　　
前・駐イタリア特命全権大使（本学客員教授）

コーディネーター　岡田　晃（大阪経済大学　客員教授）

　創立80周年を記念しまして、卒業生の方、在学生の方か
らのメッセージ・エピソードを募集しています。お送りい
ただいたメッセージ・エピソードは電子文書化して、本学
ホームページで紹介いたします。

母
校
と
の
絆
を

　
　
　

深
め
ま
し
ょ
う

大
阪
経
済
大
学
理
事
長　

勝
田　

泰
久

大
樟
の
木
陰
で

　
　
　

語
り
合
い
ま
せ
ん
か

大
阪
経
済
大
学
学
長　

德
永　

光
俊

 「
北
浜
・
実
践
経
営
塾（
前
期
）」
開
講
中

大
阪
経
済
大
学

創
立
80
周
年
記
念
事
業

北浜キャンパスニュース

■募集する内容
　①メッセージ「大経大に寄せるメッセージ」
　　・学生時代の思い出　・近況報告
　　・在学生へのメッセージ　・将来の夢　など
　　※絵画やイラスト、書画などもOK

　②エピソード「大経大のチカラ」
　　・大経大の強み・・・全国で1番の●●●、
　　　　　　　　　　　　全国で初めての●●●　など
　　・大経大の魅力・・・名物教授、
　　　　　　　　　　　　うまい定食屋　など

メッセージ＆エピソードを募集しています！

投資情報　その読み方、いかし方
―あふれる情報を賢く使い切るために―

2011年10月30日（日）　10：30～15：00（予定） 

　1932年に浪華高等商業学校
として創立されました本学は、
2012年9月に創立80周年とい
う輝かしい年を迎えます。そ
の間、本学の課程を修了され
ました卒業生は、約8万5千名
にのぼる人数となりました。
　このたび、80周年を迎える
にあたり、本学の創立・発展
のために力を尽くされた多く
の方々への感謝の念を新たに
するとともに、卒業生の皆さ
んの活躍を称え、感謝の気持
ちを表す記念事業の一つとし
まして、10月30日（日）に「ホ
ームカミングデー」と「大樟
会（同窓会）総会」を同日に開
催することとしました。

　中期計画のもとにすすめら
れたキャンパス整備は、卒業
生、在学生そして保護者の皆
さまのご支援をもちまして、
2014年の新校舎棟の完成を最
後に、大学のすべての建物が
完成する予定です。都市型複
合大学に生まれ変わっていく
母校をご覧いただきながら、
思い出のひとつひとつを語り
合い、恩師、旧友、在学生そ
して母校との絆を深めていた
だきたいと思います。皆さん
が楽しいひと時を過ごしてい
ただけますよう、たくさんの
卒業生、在学生の方のご参加
を教職員一同、お待ちしてい
ます。

　大阪経済大学は、来年の
2012年で創立80周年を迎えま
す。卒業生の皆さま、在学生
の皆さま、それぞれに楽しい
思い出があるでしょう。10年
ごとくらいの私の思い出は、
次のようです。

2011年　何と言っても、東北
大震災・福島原発事故ですね。
2001年　小泉内閣が誕生し、
構造改革を劇的にすすめた。
1991年　湾岸戦争が勃発。ソ
ビエト連邦が崩壊し、東西冷
戦が終結した。
1985年　私が大経大に就職で
きて一安心した年。JAL123便
の墜落事故を覚えている。

1971年　大学進学で京都に出
てきて、一人暮らし。1972年
のあさま山荘事件は強烈！
1964年　東京オリンピック
だ。松山でも聖火リレーがあ
った。若乃花、長嶋を応援。
1952年　故郷の松山で生まれ
た。近くの土手でよく遊んだ。
母が般若心経を唱えていた。

　皆さんは、いかがですか？
　人生80年の思い出、恩師と
の出会い、ゼミやクラブの仲
間たち、大経大での10年の思
い出などなど、老若男女が10
月30日、大樟の木陰に集い、
いろんな思い出を花咲かせま
せんか。お待ちしています。

ホ ー ム カ ミ ン グ デ ー 開 催

詳細は本学創立80周年記念事業ホームページをご覧ください。

卒業生・
在学生か

らの

■受講料
　35,000円（全10回分）
■会場
　大阪経済大学C館5階C-51教室
■申し込み締め切り
　9月10日（土）＜消印有効＞

■お問い合わせ先
　〒533-8533　大阪市東淀川区大隅2-2-8
　大阪経済大学　エクステンションセンター
　T E L ：06-6328-2431（代表）
　FAX：06-6370-7847
　MAIL：extension@osaka-ue.ac.jp

９
月
24
日（
土
）

13：00～
　　15：00

ファンダメンタルから見た日本の証券市場
馬渕　治好氏　オフィスセントポーリア代表

15：15～
　　17：15

テクニカル分析総論
吉見　俊彦氏　よしみ＆カンパニー代表取締役・景気循環学会会員

10
月
１
日（
土
）

13：00～
　　15：00

テクニカル分析を用いた銘柄分析①
岡本　博氏　有限会社岡本博事務所代表・景気循環学会会員

15：15～
　　17：15

テクニカル分析を用いた銘柄分析②
川上　恵三子氏　有限会社岡本博事務所パートナー・景気循環学会会員

10
月
8
日（
土
）

13：00～
　　15：00

トレンド分析
清水　浩三氏　国際検定テクニカルアナリスト・カウンターリサーチ代表

15：15～
　　17：15

出来高・その他の分析
菊池　博章氏　本学非常勤講師・景気循環学会会員

10
月
15
日（
土
）

13：00～
　　15：00

モメンタム分析
鉄田　義人氏　SMBC日興証券第七投資銀行部ディレクター

15：15～
　　17：15

サイクル分析
羽田　重年氏　本学非常勤講師・景気循環学会会員

10
月
22
日（
土
）

13：00～
　　15：00

中国証券市場を切る
何　紅雲氏　SMBCフレンド証券投資情報部

15：15～
　　17：15

長期分析による内外市場展望
木野内　栄治氏　大和証券キャピタルマーケッツ金融証券研究所　　　　
　　 　 　 　　 チーフテクニカルアナリスト・景気循環学会理事

　本講座では日本を代表するテクニカルアナリストを講師にお迎えして、日々の
投資判断に活用できる数々の手法を、具体例を用いてわかりやすく説明します。

大阪経済大学エクステンションカレッジ2011　金融証券講座

■応募方法
　次のいずれかの方法でのご応募をお待ちしています。
　①郵送：下記事務局までお送りください。
　（送付先）〒533-8533　大阪市東淀川区大隅2-2-8
　　　　　大阪経済大学創立80周年記念事業事務局
　　　　　メッセージ・エピソード募集　係
　　※様式…KEIDAI  DAYSに同封しています。
　②FAX：06-6320-2156までお送りください。
　　※様式…KEIDAI  DAYSに同封しています。
　③メール：80th@osaka-ue.ac.jp まで送信してください。
　　※様式…創立80周年記念事業ホームページからダウンロードしてください。
　④本学ホームページ：「入力フォーム」にアクセスして送信してください。

■締め切り
　2011年9月30日（金）　（郵送の場合、当日消印有効）

お気軽にご参加を
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２
０
１
１
年（
平
成
２３
年
）

度
同
窓
会
理
事
会
が
５
月
２８

日
午
後
２
時
か
ら
本
館
３
階

で
、
理
事
総
数
１
９
３
名
中
、

出
席
８７
名
、
委
任
状
提
出
５５

名
の
計
１
４
２
名
で
開
か
れ

た
。
は
じ
め
に
今
年
の
１
月

　

１
９
６
１
年（
昭
和
３６
年
）創
部
さ
れ
た

剣
道
部
が
今
年
５０
周
年
を
迎
え
、
記
念
式

典
・
Ｏ
Ｂ
総
会
と
懇
親
会
が
６
月
５
日
、

同
窓
会
ホ
ー
ル
で
盛
大
に
開
か
れ
た
。

　

Ｏ
Ｂ
会
長
の
鴨
下
順
二
さ
ん（
３８
回　

昭

和
４７
年
卒
）ら
Ｏ
Ｂ
７３
名
、
現
役
部
員
２２

名
、
勝
田
泰
久
理
事
長
、
佐
藤
武
司
同
窓

会
会
長
ら
来
賓
９
名
の
１
０
４
名
が
出
席
。

同
部
の
半
世
紀
に
及
ぶ
戦
績
を
賞
賛
し
、

さ
ら
な
る
活
躍
を
期
待
す
る
声
で
会
場
は

盛
り
上
が
っ
た
。

　

式
典
に
先
立
ち
午
前
１０
時
か
ら
新
体
育

館
で
Ｏ
Ｂ
・
現
役
の
合
同
稽
古
が
行
わ
れ
、

ま
さ
に
プ
ロ
剣
士
を
思
わ
せ
る
激
し
い
打

ち
合
い
に
、
祝
賀
に
来
ら
れ
た
德
永
光
俊

学
長
も
感
動
さ
れ
た
。
德
永
学
長
は
「
創

部
５０
周
年
を
数
え
ら
れ
た
剣
道
部
に
歴
史

と
品
格
を
感
じ
ま
す
。
大
学
は
ま
ず
勉
学

す
る
所
で
す
が
、
文
武
両
道
を
ま
さ
に
実

践
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ん
に
敬
意
と
心
か
ら

祝
意
を
申
し
あ
げ
ま
す
。
現
役
諸
君
も
先

輩
が
築
い
た
今
日
を
、
次
は
皆
さ
ん
が
つ

な
い
で
い
く
番
で
す
」
と
エ
ー
ル
を
送
ら

れ
た
。
稽
古
終
了
後
Ｏ
Ｂ
会
総
会
が
行
わ

れ
、
同
部
部
長
の
草
薙
信
照
副
学
長
か
ら

大
学
と
現
役
部
員
の
情
報
が
報
告
さ
れ
た
。

　

式
典
に
入
り
物
故
者
へ
の
黙
祷
の
後
、

鴨
下
Ｏ
Ｂ
会
長
が
「
創
部
５０
年
を
共
に
喜

び
さ
ら
な
る
飛
躍
を
期
待
し
ま
す
」
と
力

強
く
あ
い
さ
つ
。
次
い
で
勝
田
理
事
長
が

「
剣
道
は
〝
礼
に
始
ま
り
礼
に
終
わ
る
〞
と

い
わ
れ
、
礼
節
は
人
間
形
成
に
な
く
て
は

な
り
ま
せ
ん
。
剣
道
部
が
大
経
大
に
ふ
さ

わ
し
い
ク
ラ
ブ
に
成
長
さ
れ
る
よ
う
期
待

し
て
い
ま
す
」。
佐
藤
同
窓
会
長
は
「
こ
れ

か
ら
も
研
鑽
を
積
ま
れ
社
会
に
有
用
な
人

材
を
育
て
て
欲
し
い
」
と
述
べ
た
。

　

懇
親
会
は
現
大
経
大
剣
道
部
師
範
の
田

中
早
苗
さ
ん（
３６
回　

昭
和
４５
年
卒
）の
発

声
で
乾
杯
。
宴
も
盛
り
上
が
っ
て
き
た
半

ば
、
創
部
５０
周
年
の
功
労
者
と
し
て
現
顧

問
の
松
尾
剛
男
さ
ん（
２９
回　

昭
和
３８
年

卒
）が
表
彰
さ
れ
た
。
松
尾
さ
ん
は
入
学
と

と
も
に
段
位
な
し
で
入
部
さ
れ
、
卒
業
時

は
４
段
に
な
ら
れ
た
。
こ
の
記
録
は
今
も

破
ら
れ
て
い
な
い
。
大
経
大
の
監
督
も
１０

年
以
上
務
め
ら
れ
「
７０
歳
に
な
っ
た
今
も

地
元
中
学
校
で
必
須
授
業
の
剣
道
を
教
え

て
い
ま
す
。
い
つ
ま
で
も
生
涯
剣
道
に
挑

戦
し
た
い
」
と
意
気
軒
昂
に
謝
意
を
述
べ

ら
れ
た
。
つ
い
で
５
月
の
関
西
学
生
選
手

大
会
で
ベ
ス
ト
８
に
入
っ
た
現
役
部
員
の

中
島
陵
太
さ
ん
に
記
念
剣
道
着
が
贈
ら
れ

た
。

　

ま
た
ク
ラ
ブ
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
化
を
図

る
た
め
監
督
交
代
が
発
表
さ
れ
、
今
年
か

ら
古
畑
正
幸
さ
ん（
４７
回　

昭
和
５６
年
卒
）

が
就
任
。「〝
文
武
両
道
〞
を
理
念
と
し
礼

儀
作
法
を
重
ん
じ
心
の
豊
か
さ
を
示
せ
る

人
材
を
育
て
た
い
」
と
抱
負
を
述
べ
た
。

最
後
に
草
薙
部
長
が
「
有
望
選
手
を
集
め

頑
張
れ
ば
さ
ら
に
上
に
い
け
ま
す
。
前
途

は
明
る
い
」
と
力
強
く
締
め
た
。

　
　
（
同
窓
会
広
報
部
長　

平
田　

義
行
）

80
周
年
記
念
募
金

同
窓
会
は
２
億
円
を
目
標
に

文武両道貫き半世紀
100名超が一堂に

剣道部創部50周年式典

2011年度
同窓会理事会

３１
日
に
逝
去
さ
れ
た
尼
崎
支

部
長
の
小
谷
芳
男
氏
に
全
員

で
黙
祷
を
行
っ
た
。
つ
い
で

田
村
正
晴
副
会
長
が
開
会
を

宣
言
。

　

佐
藤
武
司
同
窓
会
会
長
は

「
今
年
度
の
本
学
の
受
験
生
は

昨
年
よ
り
２３
名
減
り
ま
し
た

が
、
ほ
ぼ
安
定
し
て
お
り
ま

す
。
創
立
８０
周
年
記
念
募
金

事
業
は
ご
案
内
の
通
り
目
標

は
全
体
で
８０
周
年
に
ち
な
み

８
億
円
、
こ
の
内
同
窓
会
は

２
億
円
を
目
指
し
て
お
り
ま

す
。
こ
こ
に
お
集
ま
り
の
皆

さ
ん
の
さ
ら
な
る
ご
支
援
を

お
願
い
し
ま
す
。
秋
の
同
窓

会
総
会
は
こ
れ
ま
で
１１
月
３

日
に
開
催
し
て
お
り
ま
し
た

が
、
今
年
は
大
学
祭
を
含
め

大
学
主
催
の
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン

グ
デ
ー
が
１０
月
３０
日
に
行
わ

れ
ま
す
。
こ
れ
に
あ
わ
せ
同

窓
会
総
会
も
こ
の
日
に
変
更

し
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
推
薦
入

試
は
『
ス
ポ
ー
ツ
Ａ
Ｏ
入
試
』

と
改
称
さ
れ
、
大
樟
体
育
会

が
長
年
要
望
し
て
お
り
ま
し

た
推
薦
枠
増
員
に
つ
い
て
は

現
行
の
７０
名
プ
ラ
ス
５
名
の

７５
名
と
な
り
ま
し
た
。
あ
わ

せ
て
補
助
金
も
増
額
、
予
算

化
さ
れ
ま
し
た
。
８０
周
年
を

迎
え
大
学
は
ハ
ー
ド
・
ソ
フ

ト
面
と
も
大
き
く
変
わ
っ
て

い
き
ま
す
。
私
た
ち
も
大
学

に
協
力
し
な
が
ら
や
る
べ
き

こ
と
は
き
ち
っ
と
や
っ
て
い

か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
」
と
あ

い
さ
つ
し
た
。

全
役
員
が
留
任

　

次
い
で
議
事
に
入
り
、
議

長
に
平
田
義
行（
３１
回
）、
副

議
長
に
廣
野
義
直（
３４
回
）を

選
び
議
案
審
議
に
入
っ
た
。

第
１
号
議
案
の
１０
年
度
事
業

報
告
・
収
支
計
算
書
、
監
査

報
告
が
行
わ
れ
、
貸
借
対
照

表
の
項
目
で
前
払
い
費
用
の

説
明
や
学
対
費
計
画
増
の
内

容
、
休
眠
支
部
へ
の
運
営
費

援
助
の
現
状
な
ど
質
問
が
あ

り
、
中
村
財
務
部
長
か
ら
説

明
し
た
。
賛
否
で
は
全
員
一

致
で
承
認
さ
れ
た
。
第
２
号

議
案
で
１１
年
度
事
業
報
告
・

収
支
予
算
案
が
提
案
さ
れ
た
。

同
窓
会
と
し
て
の
８０
周
年
募

金
は
次
年
度
に
計
上
す
る
。

ま
た
同
窓
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
積
極
的
に
活
用
す
る
提
案

が
な
さ
れ
た
。
第
２
号
議
案

は
全
員
一
致
で
承
認
さ
れ
た
。

第
３
号
議
案
で
は
同
窓
会
会

則
一
部
改
正
の
承
認
が
提
案

さ
れ
、
第
５
章
本
校
評
議

員
・
理
事
の
推
薦
に
お
い
て

評
議
員
・
理
事（
候
補
者
の

選
出
）が
挿
入
さ
れ
、
承
認
さ

れ
た
。
第
４
号
議
案
の
本
部

役
員
改
選
の
件
で
は
３
月
８

日
、
次
期
役
員
選
考
委
員
会

（
大
門
寿
郎
選
考
委
員
長
）か

ら
常
務
理
事
１
名
追
加
の
１９

名
、
監
事
３
名
を
選
出
。
佐

藤
会
長
か
ら
８０
周
年
記
念
募

金
活
動
の
中
、
経
過
を
知
る

現
役
員
の
継
続
希
望
の
意
を

受
け
全
員
続
投
を
提
案
、
会

長
再
選
後
各
役
職
を
発
表
・

紹
介
さ
れ
承
認
を
求
め
た
結

果
、
了
承
さ
れ
た
。
午
後
３

時
過
ぎ
に
終
了
し
た
。

大 樟 会大 樟 会
だ よ りだ よ り
大 樟 会
だ よ り

ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
の
振
興
を

―
―
勝
田
泰
久　

理
事
長

　

第
２
部
で
は
来
賓
あ
い
さ

つ
と
学
内
の
近
況
報
告
が
行

わ
れ
た
。
勝
田
泰
久
理
事
長

は
「
１６
年
前
に
起
き
た
阪
神

大
震
災
を
機
に
、
本
学
は
４０

年
も
過
ぎ
た
棟
が
４
つ
も
あ

り
震
災
に
強
く
と
い
う
キ
ャ

ン
パ
ス
計
画
を
立
て
た
。
こ

れ
に
は
多
額
の
金
額
が
い
る

わ
け
で
す
が
、
８０
周
年
を
迎

え
る
中
、
同
窓
生
の
皆
さ
ん

に
ご
寄
付
を
お
願
い
し
た
と

こ
ろ
早
速
ご
協
力
し
て
い
た

だ
き
誠
に
力
強
く
頼
も
し
く

思
っ
て
い
ま
す
。
就
職
力
を

高
め
る
の
が
私
の
使
命
で
す
。

一
人
で
も
就
職
が
決
ま
る
よ

う
全
力
を
尽
く
す
覚
悟
で
す
。

ま
た
学
内
で
の
ス
ポ
ー
ツ
・

文
化
の
振
興
も
強
化
し
た
い
。

一
例
と
し
て
女
子
弓
道
部
の

道
場
の
新
設
を
考
え
て
お
り

ま
す
。
全
国
で
活
躍
す
る
卒

業
生
が
、
同
窓
会
広
報
誌

『
澱
江
』
に
一
人
で
も
多
く
紹

介
さ
れ
る
の
を
楽
し
み
に
し

て
お
り
ま
す
。
本
学
は
就

職
・
ス
ポ
ー
ツ
に
強
い
大
学

と
し
て
９０
〜
１
０
０
周
年
は

非
常
に
明
る
い
展
望
が
あ
る

と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。
物

心
両
面
の
ご
支
援
を
お
願
い

し
た
い
」
と
述
べ
た
。

大
経
大
P
R
I
D
E
を
育
て
る

―
―
德
永
光
俊　

学
長

　

次
に
德
永
光
俊
学
長
が

「
３
・
１１
の
東
日
本
大
震
災

は
日
本
社
会
の
転
換
点
と
な

り
ま
し
た
。
こ
の
時
、
大
経

大
の
学
生
は
、
上
新
庄
の
駅

前
や
か
み
し
ん
プ
ラ
ザ
の
前

で
募
金
活
動
を
連
日
や
り
ま

し
た
。
ま
た
被
災
地
か
ら
ジ

ャ
ー
ジ
を
贈
っ
て
欲
し
い
と

の
要
請
に
、
体
育
会
系
ク
ラ

ブ
に
呼
び
か
け
１
２
０
着
を

送
り
ま
し
た
。

　

自
発
的
に
手
を
さ
し
の
べ

た
数
百
名
の
学
生
に
、
私
は

大
経
大
で
素
晴
ら
し
い
学
生

が
育
っ
て
い
る
と
感
じ
ま
し

た
。
教
育
と
は
そ
う
し
た
芽

が
出
て
き
た
時
に
水
を
あ
げ

る
こ
と
で
す
。
成
長
を
待
つ

の
で
す
。
そ
っ
と
手
を
添
え
、

じ
っ
と
待
つ
。
大
経
大
の
学

生
像
は
〝
あ
っ
た
か
も
ん　

や
ん
ち
ゃ
も
ん　

し
っ
か
り

も
ん
〞。
そ
う
い
う
芽
が
育
っ

て
い
ま
す
。
私
は
こ
れ
を

〝
大
経
大
Ｐ
Ｒ
Ｉ
Ｄ
Ｅ
〞
と
し

て
育
て
て
い
こ
う
と
思
い
ま

す
」
と
あ
い
さ
つ
さ
れ
た
。

こ
の
あ
と
入
試
、
進
路
支
援

に
つ
き
担
当
部
長
か
ら
現
状

説
明
さ
れ
た
。

　

第
３
部
は
同
窓
会
ホ
ー
ル

に
移
り
１
０
１
名
の
参
加
者

で
懇
親
会
が
行
わ
れ
、
理
事

会
は
終
了
し
た
。

講師プロフィール　92年に来日、97年に関西で旅行社を設立。
08年に国土交通省のYÔKOSO! JAPANの大使に任命され各地のイ
べント・講演活動を行う。99年韓国KBS放送の「日本列島を走る
韓国女性」として紹介され、01年にはNHKのハロー日本という
番組でも紹介され一躍人気者に。日本では国際観光振興会、国
際観光シンポジウム、関西経済同友会などでの講演も多い。ま
た日本文化、風俗習慣を研究され居住する大阪の良さ、大阪の
足りないところも熟知。現在、韓国・仁徳大学日本語学科教授。

　大樟会総会の記念講演会講師は、YÔKOSO！JAPAN大使を務
める李容淑・仁徳大学教授です。「外国人から見た日本文化の再
発見」と題し、未来の重要産業である観光業について、日本を
訪問する外国人観光客に何をPRすべきかを率直に語っていただ
きます。

　皆さんお元気ですか。母校
も来年９月には創立８０周年を
迎えます。その８０周年記念事
業はもとより、これからくる
９０周年、１００周年に向けての布
石という視点からも、今年の
同窓会総会は重要かつ意義あ
る総会と位置付け、多くの皆
さんにご出席いただけるよう
事務局一同がんばっておりま
す。
　ところで今回の同窓会総会
は、前号の「大樟会だより」
でもご案内いたしましたよう
に、例年１１月３日に開催いた
しておりましたが、今年は１０
月３０日の開催に変更いたしま
した。この理由は、今年初め
て大学側が開催いたします
「ホームカミングデー」と学園
祭にあわせて同窓会総会も同
じ日にやりませんかとの申し

入れがあり、学校側と協議の
うえ決定いたしました。
　総会及び当日のスケジュー
ルといたしましては、午前中
に第１部で同窓会総会（全卒業
生参加）を行い、第２部に記念
講演会、その後ホームカミン
グデーに出られる方はそちら
に移動、その他の方は懇親会
にご出席いただくという段取
りでございます。
　多くの方にご参加いただき
ホームカミングデー、そして
新しくなりました体育館、学
生会館に続いて今建設中の事
務研究棟の見学もかねて、同
窓生の皆さんと学校との絆、
さらに同窓生同士の絆を深め
ようではありませんか。ぜひ、
この機会に大きく変貌する大
阪経済大学をお訪ねください。
心からお待ち申しあげます。

同
窓
会
会
長　

佐
藤　

武
司

大
き
く
変
わ
り
ゆ
く
母
校
に

お
越
し
く
だ
さ
い

　

90
〜
100
周
年
を
見
据
え
た
同
窓
会
総
会

大樟会総会 記念講演会にご参加を

●講　師 李
イ

　容
ヨンスク

淑さん　国土交通省YÔKOSO! JAPAN大使
●日 時 10月30日（日）　12：00～13：00
●会　場 D館3階
●テーマ 外国人から見た日本文化の再発見





理事らが出席した理事会

あ
い
さ
つ
す
る
佐
藤
会
長

2011年度　教育懇談会

大阪中小企業診断士会と
大学院経営学研究科が学術提携
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6/15・22・29
大経大講座2011　客員教授春季講演会

　今回の講演会は、被災地の一日も早い復興を願い、3名の本学客員教授
に「経済」、「リスク」、「ボランティア」のそれぞれの視点から講演いただ
きました。
第 1回：6月15日
テーマ：震災からの復興と日本経済の見
　　　　通し
講演者：岡田　晃氏　経済評論家／元　
　　　　テレビ東京解説委員長／本学
　　　　客員教授

第 2回：6月22日
テーマ：地震リスクと事業継続
講演者：崎原　嘉行氏　元富士火災海　
　　　　上保険株式会社常務執行役／
　　　　本学客員教授

第 3回：6月29日
テーマ：東日本大震災の現場から～宮城
　　　　県登米市の災害ボランティアの
　　　　意味と意義～
講演者：原田　多美子氏　日本ボラン　
　　　　ティア学習協会理事／佛教大
　　　　学社会学部公共政策学科非常
　　　　勤講師／本学客員教授

7/7
国際交流七夕パーティー

　7月7日に「国際交流七夕パーティ
ー」が開催されました。
　当日は縁日風の演出でおもてなし
が行われ、参加した留学生、在学生
の皆さん、教職員が楽しいひと時を
過ごしました。

7/9・16・23
黒正塾第13回寺子屋

　「辛亥革命と近代東アジア」を共通
のテーマに黒正塾第13回寺子屋を開
催しました。
7月9日　京都大学人文科学研究所
　　　　 教授　山室　信一氏
テーマ　「連鎖視点からみる辛亥革
　　　　命と日本」

　16日　東京大学大学院　准教授　川島　真氏
テーマ　「辛亥革命の背景と日中関係」

　23日　佐賀大学　教授　佐々木　揚氏
テーマ　「辛亥革命と中国の近代史」

7/15
「第12回全学FDフォーラム」

　7月15日、「第12回全学FDフォーラム」が
開催されました。
　今回のテーマ「授業の工夫」のもとに小
部修・本学非常勤講師により「授業のデザ
インと課題―学生のレポートから見えてく
るもの―」についての講演と、山田文明准
教授（経営学部）より、関西の諸大学におけ
るGPA導入状況の報告が行われました。

　

創
立
８０
周
年
記
念
事
業
の
一
環
と

し
て
、
大
阪
経
済
大
学
の
「
つ
な
が

る
力
」
を
よ
り
ア
ピ
ー
ル
す
る
た
め

に
学
生
が
立
案
し
、
学
生
が
運
営
す

る
学
生
企
画
を
実
施
し
ま
す
。
４
月

か
ら
募
集
を
開
始
し
、
７
月
に
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
提
案
会
を
開
催
し

て
選
考
し
ま
し
た
。
ど
の
企
画
も
力

作
で
、
審
査
員
を
大
い
に
悩
ま
せ
ま

し
た
が
、
最
終
的
に
以
下
の
９
件
を

採
用
し
ま
し
た
。
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン
提
案
会
は
、
同
時
に
募
集
し
た

学
生
サ
ポ
ー
タ
ー
が
準
備
、
運
営
を

し
て
く
れ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
実
施

に
向
け
て
企
画
を
さ
ら
に
練
り
上
げ
、

学
生
サ
ポ
ー
タ
ー
に
も
お
手
伝
い
し

て
も
ら
い
な
が
ら
学
生
の
情
熱
、
パ

ワ
ー
、
心
意
気
を
多
く
の
皆
さ
ん
に

感
じ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。
詳
細
に
つ
き
ま
し
て

は
、
本
学
創
立
８０
周
年
記
念
事
業
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
ご
案
内
い
た
し
ま

す
。

　

ぜ
ひ
と
も
ご
支
援
、
ご
協
力
く
だ

さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

２
０
１
１
年
度
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
Ｓ
Ｔ

Ｅ
P
１（
第
１
回
）が
、
７
月
２４
日（
日
）、
本
学
キ

ャ
ン
パ
ス
で
行
わ
れ
た
。
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は

「
活
気
だ
、
熱
気
だ
、
大
経
大
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン

パ
ス
」。
午
前
１０
時
の
受
付
開
始
か
ら
大
勢
の
高
校

生
や
保
護
者
が
次
々
に
来
学
し
、
合
計
１
１
０
１

名
の
参
加
者
で
キ
ャ
ン
パ
ス
内
が
賑
わ
っ
た
。

マ
ラ
ソ
ン
や
Ｃ
Ｍ
制
作

学
生
の
企
画
９
件
採
用

 課外活動表彰式2011年度 第1回

創
立
80
周
年
記
念
事
業

※内容は、変更される場合もあります。
NO. 企　画　名 概　　　要 実施時期

1 大経コラボ商品 　企業・商店とコラボレーションし、大経大にちなんだ商品を開発
する。

2011.12～
2012.  2

2 エコマラソン 　大学の近隣のマラソンとゴミ拾いのジョイント企画。実施後、環
境に関するシンポジウムなどを開催。 2011.9～11

3 ラブ☆フレット 　受験生向けのパンフレットの制作。学生目線で大学の中や近隣の
様子を写真などで紹介する。 2011.8～12

4 ラブ☆チルドレン
　近隣の小学生にわかりやすくマーケティングを教え、一緒に商品
開発を行う。商品は学園祭で販売し、企画から販売までの様子を本
学ホームページで紹介する。

2011.8～10

5 手と手で
人とつながる

　学生や一般の方が思い描く「つながる力」を絵で描き、それに
「人の手」で色をつけることで目には見えない「つながる力」を表
現し形にする。

2011.10

6 経大生が作る
大阪経済大学のCM

　大阪経済大学のネットCMとラジオCMを制作。出演者はすべて
学生から公募。

2011.12～
2012.  2

7 「はてにゃん。」の
わらしべ長者

　「はてにゃん。」グッズから始まり、出会った人たちと物々交換を
していく。出会った人には手書きのメッセージもいただき、交換の
様子を写真で記録し、経過をWeb上で公開。

2011.8～10

8 大経大生で作る
SHOW。

　各クラブが選抜したメンバーが、舞台上で足音、体の動き、表情、
かけ声などで「喜怒哀楽」の感情を表現し、人とのつながりを伝える。

2011.12～
2012.  2

9 共創～地域とつながる
大経に～

　大経周辺のぐるナビ風グルメマップの制作。協賛店にはポスター
やPOP広告を置いてもらい「つながり」を目で見えるようにする。 2011.9～12

体育会本部 マナーアップ活動への協力
芸術会本部 マナーアップ活動への協力
学術会本部 マナーアップ活動への協力
アイススケート部 日本学生氷上競技大会Bクラス男子団体優勝
アメリカンフットボール部 地域貢献（小学生への指導）
自動車部 全関西学生ジムカーナ選手権大会団体3位
映画研究部 関西シネック第3位
大阪経大SIXERS 第五回makes cup 準優勝
BattleGround ROOLIE FIGHT vol.8優勝
ボランティアクラブ 募金協力
ボランティアサークル「PEACE」 募金協力
BKD 募金協力　 

福島　康平 関西六大学リーグ秋季首位打者、
春季・秋季ベストナイン

樋口　智基 関西六大学リーグ秋季ベストナイン
長谷川直道 関西六大学リーグ春季ベストナイン

長江　翔太 関西六大学リーグ春季平古場賞、
担当記者クラブ賞

野口亜久里 近畿六大学リーグ春季最多勝、
ベストナイン、対抗戦優秀選手賞

柳生　純平 近畿六大学リーグ春季首位打者、打点王、
ベストナイン

大塚　翔太 近畿六大学リーグ春季ベストナイン
沖　　勇佑 近畿六大学リーグ春季ベストナイン

上村　翔太 アジア選手権シニアの部1500ｍ8位、
3000ｍリレー2位

吉川　政志 アジア選手権ジュニアの部2000ｍリレー4位
永井　大智 全日本ジュニア優勝体重別選手権大阪大会第2位
川西　正起 大阪府学生弓道選手権大会男子個人戦第3位
光畑　雅博 アルペン男子2部スラローム優勝
蒲田　真琴 ひったくり事件被害者保護
弓削　翔平 ひったくり事件被害者保護

　7月5日、「2011年度 第1回 課外活動表彰式」が本学Ｃ館前にて行われまし
た。 顕著な活躍をし、本学の名誉に貢献した事を称え、理事長、学長、大
樟体育会会長から励ましの言葉がおくられました。 また、受賞者が今後の
決意を表明しました。 表彰された学生の皆さん、おめでとうございます。
　表彰者および表彰実績は以下のとおりです。 

カ
フ
ェ
で
昼
食

情
報
社
会
学
部
の
個
別
相
談

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
授
業
を
模
擬
体
験

参加者が詰めかけた全体説明会

温
か
く
参
加
者
を
迎
え
た
学
生
ス
タ
ッ
フ

経
営
学
部
の
説
明
会

地
域
の
子
ど
も
た
ち
と
熱
い
交
流

大経大キッズカレッジ2011　野球教室

　
「
大
経
大
キ
ッ
ズ
カ
レ
ッ
ジ

２
０
１
１
野
球
教
室
」
が
、

７
月
２３
日
午
後
１
時
〜
４
時
、

摂
津
キ
ャ
ン
パ
ス
グ
ラ
ウ
ン

ド
で
開
催
さ
れ
た
。
こ
の
取

り
組
み
は
、「
地
域
か
ら
愛
さ

れ
る
大
学
」
を
基
本
視
点
と

し
、
地
域
の
子
ど
も
た
ち
を

キ
ャ
ン
パ
ス
に
招
き
、
ス
ポ

ー
ツ
や
芸
術
、
学
問
の
楽
し

さ
を
教
え
る
こ
と
で
の
地
域

貢
献
を
目
的
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
通
常
の
公
開
講
座
と

違
い
、
講
師
は
本
学
学
生
が

務
め
る
。
実
施
内
容
の
決
定

か
ら
指
導
全
般
を
任
せ
る
こ

と
で
、学
生
教
育
の
一
環
と
し

て
も
位
置
づ
け
て
い
る
。
第

１
回
目
の
野
球
教
室
は
、
硬

式
野
球
部
員
が
講
師
を
務
め
、

近
隣
の
小
学
生
１７
名（
保
護

者
１４
名
）が
参
加
し
た
。

　

ま
ず
、
参
加
し
た
児
童
、

保
護
者
へ
の
あ
い
さ
つ
で
德

永
学
長
は
「
地
域
か
ら
愛
さ

れ
る
大
学
」
を
指
標
と
し
た

本
学
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

紹
介
。「
今
回
、
新
し
い
大
学

公
開
講
座
の
取
り
組
み
と
し

て
近
隣
の
小
学
生
を
対
象
と

し
た
大
経
大
キ
ッ
ズ
カ
レ
ッ

ジ
。
普
段
、
大
学
の
キ
ャ
ン

パ
ス
に
訪
れ
る
機
会
が
な
い

児
童
の
皆
さ
ん
に
本
学
の
キ

ャ
ン
パ
ス
で
学
生
と
一
緒
に

ス
ポ
ー
ツ
や
勉
強
の
楽
し
さ

を
体
感
し
て
く
だ
さ
い
。
今

後
、
い
ろ
ん
な
ク
ラ
ブ
の
学

生
に
よ
る
教
室
を
開
催
し
て

い
き
ま
す
の
で
、
是
非
ご
参

加
く
だ
さ
い
」
と
話
し
た
。

　

野
球
教
室
の
冒
頭
、
硬
式

野
球
部
員
か
ら
野
球
を
や
る

う
え
で
大
切
な
こ
と
は
「
あ

い
さ
つ
」、「
チ
ー
ム
ワ
ー

ク
」、「
感
謝
の
気
持
ち
を
持

つ
こ
と
」
で
あ
る
と
児
童
に

説
明
。
児
童
も
大
き
な
声
で

そ
れ
に
応
え
野
球
教
室
が
ス

タ
ー
ト
し
た
。
ま
ず
、
準
備

運
動
と
ラ
ン
ニ
ン
グ
を
し
た

後
、
参
加
児
童
を
２
班
に
分

け
、
打
撃
と
守
備
の
指
導
を

行
っ
た
。
児
童
は
公
式
戦
の

ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
を
身
に
つ
け

た
硬
式
野
球
部
員
に
目
を
輝

か
せ
な
が
ら
、
キ
ャ
ッ
チ
ボ

ー
ル
や
フ
リ
ー
バ
ッ
テ
ィ
ン

グ
を
元
気
よ
く
行
っ
た
。
最

後
の
メ
ニ
ュ
ー
は
、
硬
式
野

球
部
員
も
参
加
し
て
の
ミ
ニ

ゲ
ー
ム
。
全
力
で
打
っ
て
グ

ラ
ウ
ン
ド
を
駆
け
回
る
児
童

は
夢
中
に
な
り
、「
も
っ
と
や

り
た
い
」
と
い
う
児
童
の
希

望
か
ら
予
定
し
て
い
た
イ
ニ

ン
グ
を
延
長
し
て
行
っ
た
。

野
球
教
室
が
終
わ
っ
た
後
も
、

硬
式
野
球
部
員
に
サ
イ
ン
を

求
め
る
児
童
や
投
げ
る
と
こ

ろ
を
見
せ
て
ほ
し
い
と
求
め

る
児
童
な
ど
、
最
後
ま
で
硬

式
野
球
部
員
と
の
交
流
を
楽

し
ん
だ
。
保
護
者
か
ら
も

「
大
学
生
が
や
さ
し
く
丁
寧
に

教
え
て
く
れ
て
、
子
ど
も
も

喜
ん
で
い
た
」、「
親
子
で
キ

ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
を
す
る
き
っ

か
け
に
な
っ
た
」、「
こ
ん
な

に
大
き
な
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
お

も
い
っ
き
り
野
球
が
で
き
て

良
か
っ
た
」、「
参
加
し
て
良

か
っ
た
。
ま
た
開
催
し
て
ほ

し
い
」
と
の
言
葉
を
い
た
だ

き
、
大
盛
況
の
も
と
野
球
教

室
が
終
了
し
た
。

■
全
体
説
明
会

　
「
全
体
説
明
会
」
は
、
Ｄ
館
１

階
教
室
で
午
前
１０
時
３０
分
か
ら

と
正
午
か
ら
の
２
回
行
わ
れ
た
。

会
場
は
受
験
生
と
保
護
者
で
満

員
。
司
会
を
務
め
た
中
村
飛
鳥

さ
ん（
ビ
ジ
ネ
ス
法
学
科
３
年
）

が
、
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
の

イ
ベ
ン
ト
内
容
や
、
場
所
・
時

間
、
楽
し
み
方
の
ポ
イ
ン
ト
な

ど
を
わ
か
り
や
す
く
説
明
。「
専

門
的
知
識
を
身
に
つ
け
な
が
ら

楽
し
い
大
学
生
活
を
送
っ
て
く

だ
さ
い
」
と
会
場
の
高
校
生
に

語
り
か
け
た
。

■
入
試
説
明
会

　
「
入
試
説
明
会
」
も
、
全
体
説

明
会
と
同
じ
Ｄ
館
１
階
教
室
で
、

午
前
１１
時
１５
分
か
ら
と
午
後
０

時
４５
分
か
ら
の
２
回
行
わ
れ
た
。

会
場
で
は
入
試
部
の
職
員
が
、

推
薦
入
試
と
一
般
入
試
の
概
要

を
説
明
。
商
業
科
・
工
業
科
・

総
合
学
科
推
薦
、
公
募
推
薦
、

一
般
入
試（
前
期
・
後
期
）に
つ

い
て
、
出
願
資
格
・
選
考
科

目
・
配
点
、
選
考
地
、
合
格
発

表
日
な
ど
を
説
明
し
た
。

■
学
部
学
科
説
明
会

　

志
望
学
部
・
学
科
選
び
の
第

一
歩
と
な
る
「
学
部
学
科
説
明

会
」
は
、
午
前
と
午
後
を
通
じ

て
３
回
、
Ｂ
館
３
・
４
階
の
各

教
室
で
行
わ
れ
た
。
経
営
と
法

の
融
合
教
育
を
掲
げ
る
「
経
営

学
部
」
は
、
会
場
に
詰
め
か
け

た
大
勢
の
高
校
生
に
対
し
て
、

「
経
営
と
法
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
勉

強
す
る
こ
と
で
、
こ
れ
か
ら
の

社
会
で
活
躍
で
き
る
理
論
的
・

実
践
的
な
力
が
身
に
つ
く
」と
ア

ピ
ー
ル
。
入
試
倍
率
が
高
か
っ

た
経
営
学
科
の
募
集
定
員
を
、来

年
度
か
ら
８５
名
増
員
し
３
０
０

名
と
す
る
予
定
で
あ
る
こ
と
を

確
認
し
た
。

■
学
部
の
ま
と
め

〜
学
生
か
ら
見
た
こ
の
学
部
〜

　

今
年
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ

ス
で
好
評
だ
っ
た
の
が
、
学
生

の
視
点
に
よ
る
学
部
紹
介
に
よ

っ
て
大
学
の
学
び
を
イ
メ
ー
ジ

し
て
も
ら
う
「
学
部
の
ま
と

め
」。
来
年
度
か
ら
「
情
報
社
会

学
部（
情
報
社
会
学
科
）」
と
し

て
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
る

「
経
営
情
報
学
部
」
の
会
場
で

は
、
在
学
生
２
名
が
学
生
な
ら

で
は
の
ユ
ニ
ー
ク
な
視
点
で
、

現
学
部
に
お
け
る
学
び
の
内
容
、

在
学
生
に
よ
る
学
部
紹
介
が
好
評

学
生
生
活
な
ど
を
紹
介
。
新
学

部
に
つ
い
て
は
吉
田
力
さ
ん（
ビ

ジ
ネ
ス
情
報
学
科
４
年
）が
「
社

会
学
、
経
済
・
経
営
学
、
情
報

学
の
三
つ
を
基
礎
か
ら
学
べ
る
」

と
ア
ピ
ー
ル
し
た
。
ま
た
垣
内

郁
哉
さ
ん（
ビ
ジ
ネ
ス
情
報
学
科

４
年
）は
ゼ
ミ
の
魅
力
な
ど
に
つ

い
て
も
話
し
た
後
、「
大
学
で
重

要
な
の
は
ブ
ラ
ン
ド
で
は
な
く

自
分
の
力
」
と
ア
ド
バ
イ
ス
し

た
。

■
個
別
相
談
＆

　
　
　

在
学
生
フ
リ
ー
ト
ー
ク

　

Ｅ
館
１
階
で
は
本
学
教
職
員

に
よ
る
「
個
別
相
談
」
が
、
Ｃ

館
２
階
で
は
、
本
学
在
学
生
が

況況況 !!!盛盛盛

第1回第1回第1回第1回第1回
オープンキャンパスオープンキャンパスオープンキャンパスオープンキャンパスオープンキャンパス

思
い
の
ま
ま
に
高
校
生
に
情
報

を
提
供
す
る
「
フ
リ
ー
ト
ー
ク
」

が
行
わ
れ
た
。
個
別
相
談
で
は
、

神
戸
か
ら
来
た
と
い
う
２
名
の

男
子
高
校
生
が
、
本
学
に
つ
い

て
「
こ
ぢ
ん
ま
り
し
て
い
て
楽

し
そ
う
」
と
印
象
を
話
し
、「
入

試
に
備
え
て
ど
ん
な
勉
強
を
す

れ
ば
良
い
の
か
聞
け
て
良
か
っ

た
」
と
笑
顔
を
見
せ
た
。
ま
た

フ
リ
ー
ト
ー
ク
の
会
場
で
は
、

東
大
阪
市
か
ら
来
た
高
校
生
３

名
が
在
学
生
と
楽
し
そ
う
に
話

し
込
み
、「
み
ん
な
す
ご
く
親
切

で
説
明
も
わ
か
り
や
す
か
っ
た
」

と
目
を
輝
か
せ
て
い
た
。
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　２０１１年度・第２４回教育懇談会が、米子会
場で６月１８日、福井・姫路会場で１９日、本
学キャンパスで２５日、京都会場で２６日、高
松会場で７月２日、岡山会場で３日に開催
された。

■
全
体
懇
談

　

本
学
キ
ャ
ン
パ
ス
で
行
わ

れ
た
教
育
懇
談
会
の
全
体
懇

談
に
は
、
チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン

グ
部
の
女
子
学
生
７
名
と
本

学
の
広
報
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

「
は
て
に
ゃ
ん
。」
が
参
加
。

元
気
い
っ
ぱ
い
の
演
技
で
オ

ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
を

盛
り
上
げ
、
会
場
の
保
護
者

か
ら
大
き
な
拍
手
が
巻
き
起

こ
っ
た
。

　

続
い
て
德
永
学
長
が
あ
い

さ
つ
し
、
本
学
の
教
育
・
研

究
の
方
向
性
や
内
容
、
学
生

指
導
、
就
職
支
援
な
ど
に
つ

い
て
紹
介
。「
最
先
端
の
オ
リ

まるごと語る  大学生活
2011年度　教育懇談会2011年度　教育懇談会

学
長
、

強
力
サ
ポ
ー
ト
の
決
意

留
学
も
ク
ラ
ブ
も
資
格
も

充
実
の
報
告

共
同
で
中
小
企
業
支
援
体
制
を

大阪中小企業診断士会と大阪中小企業診断士会と
大学院経営学研究科が学術提携大学院経営学研究科が学術提携
大阪中小企業診断士会と

大学院経営学研究科が学術提携
採
用
者
側
の
視
点
も

紹
介

ジ
ナ
ル
な
研
究
を
行
っ
て
成

果
を
学
生
に
伝
え
て
い
き
た

い
。
学
業
も
就
職
も
頑
張
れ

ば
夢
を
実
現
で
き
る
。『
大
経

大
Ｐ
Ｒ
Ｉ
Ｄ
Ｅ
』
の
キ
ャ
ッ

チ
フ
レ
ー
ズ
の
も
と
、
学
生

た
ち
を
強
力
に
サ
ポ
ー
ト
し

て
い
き
た
い
」
と
決
意
を
語

っ
た
。
そ
し
て
本
学
の
今
年

度
の
就
職
状
況
や
、
奨
学
金

の
現
状
、
ク
ラ
ブ
・
サ
ー
ク

ル
活
動
、
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど

の
意
義
や
注
意
点
な
ど
に
つ

い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
職

員
が
説
明
し
た
。

　

そ
の
後
、
本
学
の
客
員
教

授
で
「
夜
回
り
先
生
」
と
し

て
有
名
な
水
谷
修
氏
に
よ
る

　
「
大
阪
中
小
企
業
診
断
士

会
」
と
本
学
大
学
院
経
営
学

研
究
科
が
学
術
提
携
。
調
印

式
が
７
月
７
日
、
本
館
４

階
・
第
２
会
議
室
で
行
わ
れ

た
。
中
小
企
業
診
断
士
会
は
、

主
に
中
小
企
業
の
コ
ン
サ
ル
テ

ィ
ン
グ
業
務
な
ど
を
実
施
し

て
い
る
中
小
企
業
経
営
の
専

門
家
集
団
。
ま
た
、
本
学
の

経
営
学
研
究
科
は
、
中
小
企

業
に
関
す
る
理
論
的
な
研
究

業
績
を
数
多
く
蓄
積
し
て
い

る
。
今
回
の
学
術
提
携
は
、

両
者
が
共
同
で
中
小
企
業
を

支
援
す
る
体
制
を
構
築
し
よ

う
と
い
う
も
の
。
理
論
・
実

学生を支える決意を語る
德永学長

成績懇談で熱心に説明を聞く保護者（手前）

ア
メ
リ
カ
留
学
体
験
を
語
る

塚
本
さ
ん

就
職
活
動
体
験
を
語
る

政
岡
さ
ん

学生食堂の昼食を試食する保護者ら

懇
親
会
に
合
わ
せ
て
開
か
れ
た
施
設
見
学

調
印
後
握
手
す
る
太
田
研
究
科
長（
右
）と
福
田
理
事
長

オープニングセレモニーを盛り上げたチアリーディング部と
広報キャラクターの「はてにゃん。」

講演する水谷客員教授

践
面
の
調
査
・
研
究
を
通
じ

て
、
中
小
企
業
の
支
援
方
法

を
議
論
し
、
国
・
地
方
自
治

体
の
政
策
の
あ
り
方
に
提
言

を
行
っ
て
い
く
予
定
。

　

調
印
式
に
は
、
大
阪
中
小

企
業
診
断
士
会
か
ら
理
事
長

の
福
田
尚
好
氏
を
は
じ
め
と

す
る
３
名
が
、
本
学
か
ら
は

経
営
学
研
究
科
長
の
太
田
一
樹

教
授
を
は
じ
め
と
す
る
３
名

が
出
席
。
ま
ず
本
協
定
の
概

要
説
明
が
行
わ
れ
、
福
田
理

事
長
は
「
我
々
の
持
つ
現
場
で

の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
体
験

と
、
大
経
大
・
経
営
学
研
究

科
が
積
み
上
げ
た
学
術
的
な

研
究
成
果
と
い
う
、
お
互
い

の
持
て
る
力
を
補
完
し
合
い

な
が
ら
、
中
小
企
業
の
今
後

の
発
展
の
た
め
頑
張
っ
て
い
き

創
立
８０
周
年
記
念
講
演
会

「
親
子
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
に
つ
い
て
」
を
開
催
。
水

谷
氏
は
「
夜
回
り
」
を
始
め

る
こ
と
に
な
っ
た
き
っ
か
け

や
、
閉
鎖
的
な
日
本
社
会
に

お
け
る
若
者
の
孤
独
、
非
行

や
自
傷
行
為
、
広
が
り
つ
つ

あ
る
薬
物
汚
染
な
ど
に
具
体

的
な
事
例
を
あ
げ
て
言
及
。

家
庭
や
学
校
で
の
コ
ミ
ュ
ニ

■
学
生
体
験
談

　

午
後
１
時
か
ら
は
Ｃ
館
３１

教
室
で
、
５
名
の
在
学
生
が

大
学
生
活
に
関
す
る
体
験
談

を
保
護
者
に
披
露
。
司
会
を

務
め
た
の
は
Ｃ
Ｂ
Ｓ
文
化
放

送
局
の
横
井
寛
之
さ
ん（
人
間

科
学
部
２
年
）と
村
岡
奈
央
子

さ
ん（
経
営
情
報
学
部
２
年
）。

ま
ず
ゼ
ミ
活
動
に
つ
い
て
、

ゼ
ミ
ナ
ー
ル
大
会
・
学
生
実

行
委
員
長
の
荻
野
直
人
さ
ん

（
経
済
学
部
４
年
）が
、「
ゼ
ミ

は
勉
強
の
場
で
あ
る
と
同
時

に
、
学
生
に
と
っ
て
は
心
の

居
場
所
。
就
活
で
も
仲
間
で

励
ま
し
あ
え
る
」。
続
い
て
体

育
会
系
ク
ラ
ブ
と
下
宿
生
活

に
つ
い
て
、
空
手
道
部
の
萩

原
翔
太
さ
ん（
人
間
科
学
部
４

年
）が
、「
公
式
戦
で
の
活
躍

を
め
ざ
し
練
習
し
て
い
る
が
、

授
業
優
先
な
の
で
テ
ス
ト
勉

強
も
で
き
る
。
下
宿
生
活
で

自
立
も
で
き
た
」。
文
化
系
ク

ラ
ブ
と
下
宿
生
活
に
つ
い
て

は
、
邦
楽
部
の
田
川
嵩
士
さ

ん（
経
営
情
報
学
部
４
年
）が
、

「
ク
ラ
ブ
活
動
を
通
し
て
社
会

人
と
接
し
、
礼
儀
作
法
が
身

に
つ
い
た
。
下
宿
生
活
で
親

の
有
り
難
さ
も
感
じ
た
」。
資

格
取
得
に
つ
い
て
は
、
日
商

簿
記
一
級
を
取
得
し
た
宇
野

弘
祐
さ
ん（
経
済
学
部
４
年
）

が
、「
就
活
に
有
利
な
資
格
を

ケ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
、
子

ど
も
た
ち
の
自
己
肯
定
感
を

養
う
重
要
性
を
訴
え
た
。
そ

し
て
保
護
者
に
対
し
て
「
子

ど
も
た
ち
の
夜
の
居
場
所
は

家
庭
。
子
ど
も
を
認
め
受
け

入
れ
、
社
会
に
対
し
て
も
優

し
さ
を
広
げ
て
い
っ
て
ほ
し

い
」
と
訴
え
、
講
演
を
締
め

く
く
っ
た
。

■
就
職
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　

午
後
２
時
か
ら
は
就
職
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
行
わ
れ
、
橋

取
り
た
か
っ
た
。
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
の
持
続
が
最
も
重
要
。

諦
め
ず
に
勉
強
し
続
け
る
こ

と
が
大
切
」。
留
学
に
つ
い
て

は
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学

た
い
。
大
阪
の
中
小
企
業
は

も
ち
ろ
ん
、
海
外
に
進
出
し

た
中
小
企
業
の
発
展
に
も
資

す
る
よ
う
な
提
携
の
果
実
を

作
り
あ
げ
た
い
」
と
あ
い
さ

つ
。
一
方
の
太
田
研
究
科
長
は

「
本
学
の
経
営
学
研
究
科
は
経

営
と
法
の
融
合
を
め
ざ
し
て

い
る
。
経
営
分
野
だ
け
で
な

く
、
中
小
企
業
の
経
営
な
ど

に
関
す
る
法
律
面
も
研
究
し
、

日
本
国
内
は
も
ち
ろ
ん
、
ア

ジ
ア
諸
国
の
中
小
企
業
を
育

成
し
て
い
く
う
え
で
必
要
な

政
策
な
ど
に
つ
い
て
、
共
に
研

鑽
を
積
ん
で
い
き
た
い
」
と
抱

負
を
語
っ
た
。
そ
し
て
、
福
田

理
事
長
、
太
田
研
究
科
長
が

協
定
書
に
署
名
し
、
学
術
協

定
が
成
立
し
た
。

　学部の枠を越えてゼミナール活動
の活性化を図ることと、学生自身が
主体的に取り組み、自らの成長を通
して、学生生活の充実化を図ること
を目的として、今年も開催します。
今年の発表テーマは「可能性」です。
あなたの考える「可能性」を自由に
プレゼンテーションしてください。

■開催日時　
　2011 年10 月29日（土）
　10時～18時（予定）
■会　　場　
　大阪経済大学

ZEMI-1グラ
ンプリを

開催します 第2回

に
認
定
留
学
し
た
塚
本
海
渡

さ
ん（
経
営
情
報
学
部
４
年
）

が
、「
ア
メ
リ
カ
留
学
は
大
き

な
刺
激
に
な
っ
た
。
日
本
の

素
晴
ら
し
さ
を
実
感
し
、
勉

学
に
励
む
こ
と
と
家
族
を
大

切
に
す
る
こ
と
を
学
ん
だ
」

な
ど
と
報
告
し
た
。

本
浩
二
・
進
路
支
援
部
長
が

本
学
の
今
年
度
の
就
職
実
績

や
、
進
路
支
援
セ
ン
タ
ー
の

多
様
な
サ
ポ
ー
ト
体
制
な
ど

を
紹
介
。
そ
の
後
、
加
藤
産

業
株
式
会
社
の
総
務
部
専
任

課
長（
採
用
担
当
）・
久
保
敬

一
氏
が
、「
娘
の
就
活
を
経
て

思
う
こ
と
〜
親
と
し
て
採
用

担
当
と
し
て
〜
」
と
い
う
テ

ー
マ
で
講
演
を
行
っ
た
。
久

保
氏
は
現
在
の
就
活
の
問
題

点
や
、
ミ
ス
マ
ッ
チ
に
よ
る

離
職
を
防
ぐ
た
め
の
基
本
的

考
え
方
・
行
動
、
そ
し
て
身

に
つ
け
る
べ
き
能
力
な
ど
を
、

自
身
の
体
験
に
基
づ
い
て
紹

介
。
採
用
担
当
者
が
面
接
で

何
を
見
る
か
な
ど
貴
重
な
情

報
も
提
供
し
た
。

　

続
い
て
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
と
就
職
活
動
に
つ
い
て
２

名
の
学
生
が
体
験
を
報
告
。

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
つ
い

て
は
仲
森
章
人
さ
ん（
経
済
学

部
４
年
）が
、「
大
い
に
成
長

で
き
た
。
自
分
が
社
会
を
ま

っ
た
く
知
ら
な
い
と
気
づ
い

た
。
後
輩
も
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
ほ
し
い
」。
就
職
活
動

に
つ
い
て
は
政
岡
謙
太
さ
ん

（
経
営
学
部
４
年
）が
、「
進
路

支
援
セ
ン
タ
ー
に
行
っ
た
こ

と
で
自
分
が
客
観
的
に
見
え

て
き
た
。
ま
た
就
活
に
は
多

く
の
交
通
費
が
必
要
で
保
護

者
の
援
助
が
不
可
欠
」
と
訴

え
、
会
場
の
笑
い
を
誘
っ
た
。
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産
業
技
術
史

創立80周年記念・春季特別講演会　第１回創
立
８０
周
年
記
念
・
春
季
特
別
講
演
会　

第
２
回

　

創
立
８０
周
年
記
念
・
春
季

特
別
講
演
会 

が
、
６
月
１６

日
、
午
後
６
時
か
ら
７０
周
年

記
念
館
フ
レ
ア
ホ
ー
ル
で
行

わ
れ
た
。
今
回
の
テ
ー
マ
は

「
み
ん
な
で
つ
く
ろ
う
！
子
ど

も
が
育
つ
地
域
社
会
」。
講
師

は
独
自
の
視
点
を
持
つ
教
育

評
論
家
の
尾
木
直
樹
氏（
法
政

大
学
教
授 

）。
開
場
と
同
時

に
本
学
学
生
や
一
般
市
民
が

続
々
と
来
場
。
従
来
の
講
演

会
と
は
異
な
る
年
代
や
女
性

の
聴
衆
で
１
階
客
席
は
早
々

に
満
席
と
な
っ
た
。

　

尾
木
氏
は
１
９
４
７
年
、

　

７
月
９
日
、
午
後
２
時
よ

り
７０
周
年
記
念
館
フ
レ
ア
ホ

ー
ル
に
お
い
て
、「
創
立
８０
周

年
記
念　

春
季
特
別
講
演
会

　

第
２
回
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
講
師
に
藤
原
和
博
氏

（
大
阪
府
知
事
特
別
顧
問
／
東

京
学
芸
大
学
客
員
教
授
／
杉

並
区
立
和
田
中
学
校
前
校
長

／
元
リ
ク
ル
ー
ト
社
フ
ェ
ロ

ー
）を
お
迎
え
し
、「
つ
な
げ

よ
う
！
学
校
と
地
域
社
会
―

子
ど
も
た
ち
の
未
来
を
拓
く

た
め
に
―
」
を
テ
ー
マ
に
講

演
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

学
生
、
地
域
住
民
の
皆
さ
ん
、

２
階
席
に
も
聴
衆
が
詰
め
か
け
、
熱
気
あ
ふ
れ
る
会
場

熱心に聞き入る学生ら

教育評論家
尾木　直樹氏

大阪府知事特別顧問　
藤原　和博氏

 教育の機会均等を
　　　　　  大学まで無料化を訴え

「
情
報
編
集
力
」身
に
付
け
る
取
り
組
み
を

学
内
関
係
者
等
、
約
２
５
０

名
の
方
が
参
加
し
ま
し
た
。 

　

こ
れ
ま
で
の
ご
自
身
の
経

験
や
実
績
か
ら
、
段
階
的
に

「
情
報
編
集
力
」
を
身
に
付
け

る
取
り
組
み
が
必
要
不
可
欠

と
し
、「
従
来
の
〝
正
解
主

義
〞
か
ら
〝
修
正
主
義
〞
へ

の
転
換
が
今
後
の
日
本
の
教

育
に
お
い
て
重
要
な
こ
と
で

あ
る
」
と
い
う
貴
重
な
ご
意

見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

 

講
演
で
は
、
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
や
映
像（
よ
の
な
か
科
の

授
業
風
景
、
地
域
本
部
の
取

り
組
み
）な
ど
を
取
り
入
れ
ら

れ
、
聴
衆
参
加
型
の
良
い
雰

囲
気
の
中
、
地
域
社
会
の
役

割
や
学
校
の
役
割
な
ど
を
お

話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

滋
賀
県
生
ま
れ
。
早
稲
田
大

学
卒
業
後
、
海
城
高
校
、
東

京
都
立
中
学
校
教
師
、
東
京

大
学
講
師
と
し
て
、
２２
年
間

に
わ
た
る
ユ
ニ
ー
ク
で
創
造

的
な
教
育
を
実
践
。
そ
の
成

果
は
１
８
０
冊
を
超
え
る
著

作
物
や
ビ
デ
オ
ソ
フ
ト
、
映

画
等
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

現
在
は
全
国
で
の
講
演
を
は

じ
め
、
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
出

演
、
対
談
、
新
聞
雑
誌
へ
の

執
筆
、
教
育
相
談
な
ど
の
分

野
で
活
躍
。
主
宰
す
る
臨
床

教
育
研
究
所
「
虹
」
で
は
、

子
ど
も
と
教
育
な
ど
に
関
す

経営情報学部教授
高松　亨

　

ロ
ッ
キ
ー
ド
事
件
は
田
中
角
栄
で

は
な
く
、
実
は
炭
素
繊
維
が
起
こ
し

た
事
件
で
あ
っ
た
、
と
い
っ
た
こ
と

を
調
べ
て
い
ま
す
。
技
術
を
手
が
か

り
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
誰
も
気
づ
か

な
か
っ
た
事
実
を
掘
り
お
こ
す
こ
と

が
私
の
仕
事
で
す
。

　

技
術
発
展
に
つ
い
て
社
会
的
経
済

的
に
検
討
す
る
産
業
技
術
史
と
い
う

学
問
の
な
か
で
、
お
も
に
日
本
の
化

学
技
術
史
を
あ
つ
か
っ
て
い
ま
す
。

と
い
う
こ
と
は
、
決
し
て
メ
ジ
ャ
ー

と
は
い
え
な
い
学
問
領
域
の
な
か
の
、

さ
ら
に
マ
ニ
ア
ッ
ク
な
分
野
を
研
究

対
象
に
し
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

し
か
し
、
産
業
技
術
史
は
と
て
も
幅

が
広
い
学
際
領
域
で
す
。
経
済
史
、

経
営
史
だ
け
で
な
く
、
社
会
学
、
工

学
の
研
究
者
や
技
術
者
な
ど
、
多
彩

な
ヒ
ト
が
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

わ
た
し
自
身
に
も
学
際
的
な
経
歴

が
あ
り
ま
す
。
大
学
で
は
「
化
学
工

学
」
を
学
び
、
大
学
院
に
も
進
学
し

ま
し
た
。
博
士
号
を
も
ら
っ
た
あ
と
、

「
技
術
を
開
発
す
る
の
で
は
な
く
、
技

術
に
つ
い
て
論
じ
た
い
」
な
ど
と
放

言
し
て
工
学
部
を
離
れ
ま
し
た
。「
技

術
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
に
で
も
な
れ
れ

ば
い
い
」
と
ノ
ン
キ
な
こ
と
を
考
え

な
が
ら
、
聴
講
生
と
し
て
経
済
学
部

を
の
ぞ
い
て
み
ま
し
た
。
そ
の
あ
と

２
度
目
の
大
学
院
に
進
学
し
て
、
指

導
教
官（
中
岡
哲
郎
、
１
９
９
２
〜

２
０
０
２
年
に
は
大
阪
経
済
大
学
教

授
）の
も
と
で
、「
経
済
史
」
の
な
か

で
技
術
発
展
に
つ
い
て
考
え
は
じ
め

ま
し
た
。
そ
の
と
き
も
ま
だ
、
科
学

技
術
の
将
来
に
つ
い
て
論
じ
る
た
め

の
題
材
と
し
て
、
歴
史
を
傍
観
し
て

い
ま
し
た
。
し
か
し
、
共
同
で
な
に

か
を
書
く
と
き
、
わ
た
し
の
経
歴
か

ら
し
て
化
学
工
業
の
歴
史
に
つ
い
て

分
担
す
る
こ
と
が
多
く
な
り
、
さ
ら

に
非
常
勤
講
師
を
や
っ
て
い
る
う
ち

に
教
育
と
研
究
を
仕
事
に
し
た
い
と

思
う
よ
う
に
な
り
、
つ
い
に
は
大
阪

経
済
大
学
に
就
職
さ
せ
て
も
ら
っ
て
、

化
学
技
術
史
を
専
門
と
す
る
大
学
教

授
だ
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
「
化
学
工
学
」
と
「
経
済
史
」
と
い

う
ふ
た
つ
の
経
歴
が
重
な
っ
た
分
野

で
仕
事
を
し
て
い
る
と
い
う
点
で
は
、

化
学
技
術
史
は
わ
た
し
に
と
っ
て
当

然
の
研
究
対
象
な
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
し
か
し
反
面
、
軸
足
が
す
わ
ら

な
い
ま
ま
、
成
り
ゆ
き
ま
か
せ
で
研

究
対
象
を
決
め
て
き
た
と
も
い
え
ま

す
。

　

そ
の
成
り
ゆ
き
ま
か
せ
の
た
め
か
、

あ
る
い
は
モ
ノ
を
中
心
に
と
ら
え
る

産
業
技
術
史
と
い
う
学
問
領
域
の
た

め
か
、
歴
史
は
ヒ
ト
の
「
意
識
」
よ

り
も
、「
環
境
」
や
「
偶
然
」
が
動
か

し
て
き
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
発

明
に
つ
い
て
調
べ
て
い
る
と
特
に
そ

う
思
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
発
明
者

の
発
明
し
た
い
と
い
う
意
識
が
あ
っ

た
こ
と
は
確
か
で
す
。
し
か
し
発
明

は
、「
上
司
に
い
わ
れ
た
か
ら
や
っ
て

み
た
」
と
い
っ
た
環
境
に
強
制
さ
れ

た
前
提
と
、「
試
験
管
を
割
っ
て
し
ま

っ
た
」
と
い
っ
た
偶
然
の
出
来
事
の

相
互
作
用
に
相
当
に
依
存
し
て
い
ま

す
。

　

そ
ん
な
こ
と
を
考
え
て
い
る
か
ら

学
生
に
は
、
思
い
込
ん
だ
自
分
に
凝

り
か
た
ま
っ
て
は
い
け
な
い
と
い
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
本
人
も
気
づ

か
な
か
っ
た
実
力
を
掘
り
お
こ
さ
せ

る
こ
と
も
私
の
仕
事
で
す
。

経
済
社
会
の
な
か
の
化
学
技
術

る
研
究
活
動
に
取
り
組
ん
で

い
る
。

　

尾
木
氏
は
登
壇
す
る
や
い

な
や
、
テ
レ
ビ
で
お
な
じ
み

の
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
口
調
で

「
尾
木
マ
マ
で
す
」
と
あ
い
さ

つ
。
独
特
の
話
術
で
大
き
な

笑
い
を
誘
い
聴
衆
の
心
を
つ

か
ん
だ
。
そ
し
て 

硬
軟
と
り

混
ぜ
た
話
題
や
教
育
論
を
披

露
。「
社
会
で
は
多
様
な
個
性

や
生
き
方
を
持
つ
人
が
支
え

合
っ
て
生
き
て
い
る
。
学
校

教
育
は
子
ど
も
を
型
に
は
め

よ
う
と
す
る
が
家
庭
ま
で
同

じ
に
な
っ
て
は
ダ
メ
。
子
ど

も
の
『
素
の
良
さ
』
を
受
け

止
め
ら
れ
る
の
は
親
で
あ
る

の
に
、
学
校
だ
け
で
な
く
家

庭
ま
で
機
能
不
全
に
な
っ
て

い
る
。
日
本
の
教
育
環
境
は

今
、
世
界
で
最
も
遅
れ
孤
立

し
て
い
る
」
と
断
言
。「
国
が

教
育
に
お
金
を
注
ぐ
こ
と
は

未
来
へ
の
投
資
。
学
力
テ
ス

ト
の
結
果
を
競
う
の
で
は
な

く
、
世
界
が
ど
う
い
う
人
材

を
求
め
て
い
る
か
を
知
り
、

子
ど
も
た
ち
が
共
に
伸
び
る

こ
と
が
大
切
」
と
訴
え
た
。

そ
の
う
え
で
国
が
本
気
に
な

っ
て
大
学
を
含
む
教
育
費
の

無
料
化
に
取
り
組
む
必
要
性

を
ア
ピ
ー
ル
。「
教
育
は
機
会

均
等
で
な
く
て
は
い
け
な
い
。

そ
し
て
到
達
す
べ
き
目
標
に

向
か
っ
て
１
０
０
通
り
の
個

性
的
な
学
力
を
つ
け
る
こ
と

が
大
切
。
大
阪
も
独
自
の
パ

ワ
ー
で
、
そ
う
い
う
教
育
を

推
進
し
て
ほ
し
い
」
と
締
め

く
く
っ
た
。
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　平素は、創立80周年記念事業に対し、ご理解とご協力を賜り誠にありがと
うございます。
　平成22年9月30日より、記念事業を進めており、あわせて「新図書館建設」
と「学生のための学術･芸術･スポーツ振興基金の創設」を対象とした総額8億
円の募金活動に取り組んでいます。
　おかげをもちまして、平成23年7月末時点で約8600万円のご寄付を頂戴いた
しましたが、目標額まではかなり厳しい状況でございます。
　5万名を超える大阪経済大学ご関係者の皆様に寄付のご案内をしてまいりま
したので、ご寄付のご意思があるものの手続きができていない方も大勢いら
っしゃるとは存じますが、記念事業募金の趣旨にご賛同いただき、ぜひとも
ご寄付を賜りますようお願いいたします。

　

創
立
８０
周
年
記
念
「
德
永
学

長
・
平
松
大
阪
市
長
特
別
対
談
」

〜
い
っ
し
ょ
に
や
り
ま
ひ
ょ
大

学
と
行
政
〜
が
、
５
月
２６
日
午

後
６
時
〜
７
時
半
、
Ｃ
館
３１
教

室
で
開
催
さ
れ
た
。「
若
者
の
動

員
力
を
活
か
し
た
新
し
い
地
域

づ
く
り
を
考
え
る
〜
生
活
者
と

し
て
の
視
点
か
ら
〜
」
を
テ
ー

マ
に
德
永
光
俊
学
長
と
平
松
邦

夫
大
阪
市
長
が
意
見
交
換
し
た
。

　

ま
ず
、
德
永
学
長
と
平
松
大

阪
市
長
に
よ
る
基
調
講
演
が
行

わ
れ
、
德
永
学
長
は
「
つ
な
が

る
力
№
１
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ

ー
ズ
と
し
た
本
学
の
基
本
方
針

と
取
り
組
み
に
つ
い
て
紹
介
。

東
淀
川
区
と
連
携
し
て
実
施
し

て
い
る
中
高
年
者
健
康
教
室

「
き
さ
ん
じ
塾
」
や
、
昨
秋
か
ら

始
ま
っ
た
「
経
済
学
特
殊
講
義
」

な
ど
に
続
き
、
今
年
度
は
ボ
ラ

大学と行政の協働を模索

創立80周年記念事業募金にご協力を

和
や
か
に
行
わ
れ
た
意
見
交
換

後輩たちに語りかける牧野氏

会場は学生や地域住民でいっぱいに

　

創
立
８０
周
年
記
念
・
学
生
対
象
講
演
会
「
新
エ
ネ
ル

ギ
ー
へ
の
挑
戦
」
が
、
５
月
１９
日
午
後
４
時
半
か
ら
Ｃ

館
３１
教
室
で
行
わ
れ
た
。
講
師
は
本
学
経
済
学
部
の
卒

業
生（
１
９
６
５
年
卒
）で
も
あ
る
岩
谷
産
業
株
式
会

社
・
代
表
取
締
役
社
長
の
牧
野
明
次
氏
。
東
日
本
大
震

災
に
よ
る
原
発
事
故
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
へ
の
関
心
が

高
ま
る
な
か
、
会
場
は
３
０
０
名
を
超
え
る
在
学
生
で

超
満
員
と
な
っ
た
。

　

牧
野
氏
は
ま
ず
、
主
に
カ

セ
ッ
ト
コ
ン
ロ
・
ボ
ン
ベ
で

一
般
に
知
ら
れ
る
岩
谷
産
業

に
つ
い
て
、「
最
初
は
産
業
ガ

ス
等
の
溶
接
材
料
の
販
売
か

ら
ス
タ
ー
ト
し
た
が
、
１
９

５
３
年
に
家
庭
用
Ｌ
Ｐ
Ｇ（
プ

ロ
パ
ン
ガ
ス
）を
日
本
で
初
め

て
販
売
し
た
こ
と
が
大
き
な

転
換
点
と
な
っ
た
。
現
在
は

総
合
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
、
産

業
ガ
ス
・
溶
材
事
業
な
ど
５

事
業
を
コ
ア
ビ
ジ
ネ
ス
と
し

て
い
る
」
と
説
明
。
そ
し
て

Ｌ
Ｐ
Ｇ
に
つ
い
て
は
「
現
在
、

国
内
３
１
０
万
世
帯
に
供
給

し
て
お
り
シ
ェ
ア
は
約
１２
％
。

都
市
ガ
ス
と
異
な
り
山
間
部

な
ど
で
も
使
用
で
き
、
ま
た

災
害
時
に
強
い
エ
ネ
ル
ギ
ー

で
も
あ
る
」
と
、
そ
の
有
益

性
を
強
く
ア
ピ
ー
ル
し
た
。

　

そ
の
う
え
で
Ｌ
Ｐ
Ｇ
に
続

く
究
極
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し

て
注
目
を
集
め
て
い
る
水
素

ガ
ス
に
言
及
。「
Ｃ
Ｏ
²
を
発

生
さ
せ
な
い
究
極
の
ク
リ
ー

ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
市
場

が
大
き
く
拡
大
し
つ
つ
あ
る
。

当
社
は
日
本
で
初
め
て
液
化

水
素
事
業
に
取
り
組
み
、
現

在
１
０
０
％
の
シ
ェ
ア
を
占

め
て
い
る
。
液
化
水
素
製
造

プ
ラ
ン
ト
は
２
０
０
６
年
大

阪
府
に
、
２
０
０
９
年
に
千

葉
県
に
そ
れ
ぞ
れ
新
規
稼
働

し
た
。
今
後
も
水
素
エ
ネ
ル

ギ
ー
社
会
の
実
現
を
め
ざ
し
、

純
度
の
高
い
液
化
水
素
を
大

量
に
安
定
供
給
で
き
る
よ
う

尽
力
し
た
い
」
と
決
意
を
語

っ
た
。
さ
ら
に
、「
大
規
模
な

液
化
水
素
製
造
プ
ラ
ン
ト
へ

の
投
資
は
、
当
社
の
将
来
を

考
え
た
う
え
で
の
大
き
な
挑

戦
だ
っ
た
。
決
断
に
勇
気
が

必
要
だ
っ
た
が
、
私
に
は
液

化
水
素
が
必
ず
社
会
で
必
要

に
な
る
と
の
確
信
が
あ
っ
た
。

リ
ー
ダ
ー
に
は
そ
う
い
っ
た

揺
る
ぎ
な
い
心
の
軸
が
必
要

だ
」
と
ト
ッ
プ
に
求
め
ら
れ

る
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
つ
い

て
も
言
及
。
ま
た
講
演
の
途

中
で
、
燃
料
電
池
を
使
っ
た

エ
ネ
ル
ギ
ー
循
環
型
シ
ス
テ

ム
を
わ
か
り
や
す
く
解
説
す

る
た
め
の
実
験
も
ス
テ
ー
ジ

上
で
行
わ
れ
た
。

　

こ
の
講
演
に
合
わ
せ
て
、

水
素
を
燃
料
と
し
て
使
う
燃

料
電
池
自
動
車
を
図
書
館
前

広
場
に
展
示
。
講
演
終
了
後

に
は
、
関
心
を
持
つ
大
勢
の

学
生
が
「
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル

ギ
ー
で
動
く
未
来
の
自
動
車
」

を
取
り
囲
み
、
担
当
者
か
ら

説
明
を
聞
い
た
。
ま
た
試
乗

会
も
行
わ
れ
、
乗
り
込
ん
だ

学
生
た
ち
は
「
エ
ン
ジ
ン
音

が
す
ご
く
静
か
だ
っ
た
」「
運

転
席
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
モ
ニ
タ

学長・市長特別対談

ス
テ
ー
ジ
上
で
行
わ
れ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー

循
環
型
シ
ス
テ
ム
を
解
説
す
る
実
験

学生たちの関心を集めた燃料電池自動車

ー
に
、
燃
料
電
池
自
動
車
な

ら
で
は
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
流

れ
が
視
覚
的
に
表
示
さ
れ
面

白
か
っ
た
」
な
ど
と
興
奮
の

面
持
ち
で
話
し
て
い
た
。

岩谷産業株式会社
　代表取締役社長

牧野　明次氏
（本学卒業生）

創
立
80
周
年
記
念
・

学
生
対
象
講
演
会

創立80周年記念事業募金状況報告（2011.7月末現在）

新図書館 指定なし 奨学基金 合計

区分 件数 金額（円） 件数 金額（円） 件数 金額（円） 件数 金額（円）

合計 490 44,574,602 188 26,870,812 160 14,581,000 838 86,026,414

※指定なし：新図書館へ使用する旨、募金趣意書に記載済み
※上記期間における処理件数・金額を表示 達成率 10.8%

ン
テ
ィ
ア
活
動
に
重
点
を
置
く

こ
と
、
教
員
志
望
の
学
生
が
地

元
小
・
中
・
高
の
授
業
な
ど
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
学
校
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
な
ど
を
継
続
し
て
実

施
し
て
い
く
と
宣
言
。「
大
学
と

地
域
の
ボ
ー
ダ
ー
を
な
く
し
、

大
学
と
し
て
の
社
会
的
責
任
を

果
た
し
て
い
き
た
い
」
と
決
意

を
述
べ
た
。

　

続
い
て
、
平
松
市
長
は
大
阪

市
の
基
本
方
針
な
ど
に
つ
い
て
、

そ
の
概
要
や
経
緯
を
説
明
。
就

任
後
は
大
阪
市
の
地
域
防
犯
対

策
・
放
置
自
転
車
対
策
・
ご
み

減
量
の
推
進
に
積
極
的
に
取
り

組
み
、
着
実
な
成
果
を
上
げ
て

き
た
こ
と
を
ア
ピ
ー
ル
。「
大
阪

市
民
の
協
力
が
あ
っ
た
か
ら
こ

そ
改
善
で
き
て
い
る
。
市
民
協

働
の
キ
ー
ワ
ー
ド
を
足
が
か
り

と
し
て
、
市
民
に
ど
う
寄
り
そ

う
か
を
考
え
、
市
政
改
革
を
進

め
て
い
き
た
い
。
若
い
人
た
ち

の
力
に
も
期
待
し
た
い
」
と
話

し
た
。

　

そ
し
て
、
德
永
学
長
と
平
松

市
長
の
講
演
に
対
し
て
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー
の
山
本
俊
一
郎
准

教
授（
経
済
学
部
）は
、「
東
日
本

大
震
災
で
も
既
存
の
枠
組
み
を

超
え
た
実
践
力
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。
地
域
の
問
題
に
お
い
て

も
、
大
学
と
大
阪
市
が
双
方
向

か
ら
取
り
組
み
、
若
い
人
が
参

加
し
や
す
い
制
度
を
考
え
る
必

要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
」
と

感
想
を
述
べ
た
。

　

続
く
、
德
永
学
長
と
平
松
市

長
の
対
談
で
は
、「
地
域
と
と
も

に
歩
む
大
学
」「
地
域
か
ら
愛
さ

れ
る
大
学
」
を
基
本
視
点
と
し

て
、
学
生
が
そ
の
地
域
に
住
む

生
活
者
と
し
て
、
大
学
も
ひ
と

つ
の
地
域
存
在
と
し
て
、
地
域

づ
く
り
に
ど
う
関
わ
っ
て
い
く

か
、
地
域
・
行
政
・
大
学
の
三

者
が
協
働
し
た
新
し
い
地
域
づ

く
り
に
つ
い
て
、
意
見
を
交
わ

し
た
。

　

德
永
学
長
は
「
さ
ま
ざ
ま
な

取
り
組
み
に
よ
り
東
淀
川
区
と

の
連
携
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
も
向

上
し
て
き
て
い
る
。
今
後
、
本

学
周
辺
の
地
域
を
含
め
た
エ
リ

ア
全
体
を
大
学
の
キ
ャ
ン
パ
ス

と
考
え
、
学
生
と
共
に
、
若
者

目
線
を
重
視
し
た
地
域
づ
く
り

に
貢
献
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ

る
。You 

とUniversity 

を
か

け
た
『
Ｕ
・
ｔ
ｏ
ｗ
ｎ
上
新

庄
』」
と
独
自
の
ア
イ
デ
ア
を
披

露
。
平
松
市
長
は
「
大
経
大
か

ら
は
、
い
ろ
い
ろ
な
事
に
挑
戦

し
よ
う
と
す
る
前
向
き
の
力
が

感
じ
ら
れ
る
。
人
の
流
れ
は
何

か
の
き
っ
か
け
で
大
き
く
変
わ

る
。
若
い
人
と
行
政
を
、
ど
う

噛
み
合
わ
せ
て
い
く
か
を
考
え

る
必
要
が
あ
る
」
と
答
え
た
。

　

そ
し
て
、
会
場
の
学
生
や
地

域
住
民
と
の
質
疑
応
答
の
後
、

德
永
学
長
が
「
大
阪
市
・
東
淀

川
区
と
一
緒
に
考
え
協
力
し
あ

い
な
が
ら
、
大
学
づ
く
り
と
街

づ
く
り
に
尽
力
し
て
い
き
た
い
」

と
締
め
く
く
り
の
あ
い
さ
つ
を

し
、
大
学
と
行
政
の
協
働
を
模

索
し
た
特
別
対
談
が
終
了
し
た
。

水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
社
会
に

　
　
　
　
　

向
け
て

リ
ー
ダ
ー
に
求
め
ら
れ
る

揺
る
ぎ
な
い
心
の
軸




